
お問い合わせ 鎌倉市図書館 YAサービス委員会まで           

メール： chulib@city.kamakura.kanagawa.jp      電話番号： 0467-25-2611(中央図書館) 

（裏面もご記入ください） 

図書館 de 一句 投句用紙 
 

鎌
倉
は 

古
く
は 

松
尾

ま
つ
お

芭
蕉

ば
し
ょ
う 

の
俳
句
に
も
詠
ま
れ
、
俳
人

は
い
じ
ん 

高
浜

た
か
は
ま

虚
子

き
ょ
し 

と 

そ
の
娘 

星ほ
し

野の

立
子

た

つ
こ 

が
住
ま
い
、多
く
の
傑
作
を
生
み
だ
し
た
土
地
と
し
て 

俳
句
と
も 

な
か
な
か 

 

ご
縁
が
深
い
の
で
す
。 

 

あ
な
た
も
、
五
・七
・五
の
十
七
音
を
綴
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 ★
「
図
書
館
」
や
、「
読
書
」
を
テ
ー
マ
に
し
た 

俳
句
・川
柳 

を
募
集
し
ま
す
。 

 

募
集
期
間 

令
和
８ 

年

８

月

15

日
（
土
）
～
9

月
30

日
（
水
） 

 

         

★
集
ま
っ
た 

俳
句
・川
柳 

は
、秋
に
市
内
図
書
館
で
展
示
し
ま
す
。 

  

展
示
期
間 

令
和
８ 

年
11

月
1

日
（
日
）
～
12

月 

６
日
（
日
） 

  

 

 
 

※
オ
モ
テ
に
は
本
名
は
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

 俳号 

(ﾍﾟﾝﾈｰﾑ) 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

どんな 

場面？ 

 

 

 
 

 
 

※
ボ
ー
ル
ペ
ン
か
、サ
イ
ン
ペ
ン
で
記
入
し
ま
し
ょ
う
。
右
の
小
さ
い
マ
ス
に
ル
ビ
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

 
2026 鎌倉市図書館 

○
応
募
で
き
る
人 

小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
（
鎌
倉
市
に
住
ん
で
い
る
か
、市
内
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
と
） 

○
応
募
の
き
ま
り 

あ
な
た
が
作
っ
た
俳
句
・川
柳
と
必
要
事
項
を
、左
の
投
句
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

季
語
（
季
節
を
表
す
言
葉
）
が
入
っ
て
い
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。 

※ 

ほ
か
の
人
が
作
っ
た
俳
句
を
自
分
の
作
品
と
し
て
勝
手
に
書
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

※ 

紙
で
の
応
募
の
場
合
、投
句
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

※ 

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
、サ
イ
ン
ペ
ン
で
、
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
応
募
方
法 

市
内
図
書
館
に
あ
る
回
収
ポ
ス
ト
へ
投
函 

ま
た
は 
下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
、件
名
に 

「
図
書
館
de

一
句
」
と
記
載
し
て
、俳
句
と
俳
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 



※
オ
モ
テ
に
は
個
人
情
報
を
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

       

 

【
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
い
】 

問
一
、
鎌
倉
市
の
図
書
館
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
（
下
記
に
〇
）  

な
い  

・  

あ
る 

《 

中
央
・
腰
越
・
深
沢
・
大
船
・
玉
縄 

》 

問
二
、
図
書
館
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
（
左
欄
に
自
由
記
載
） 

      

 

俳句とは…世界でいちばん短い定型詩（きまったリズムで表現する詩）。5・7・5 の 17 音（17拍） 

からできていて、季語（季節を含む語句）が入っているのが決まりです。 

川柳とは…俳句と同じ 5・7・5 のリズムで人情を詠み、人や社会を風刺する口語の詩です。 

俳号とは…俳句を作るときに使う雅号（ペンネーム）のこと。 

俳句について もっと知りたくなったら… 

☞『１７音の青春 五七五で綴る高校生のメッセージ』 神奈川大学広報委員会／編 角川文化振興財団 

1998年神奈川大学創立 70周年記念で開始した、「神奈川大学全国高校生俳句大賞」の歴代の優秀作品集。 

公式サイト → https://www.kanagawa-u.ac.jp/haiku/ 

☞『先生と子どもたちが詠んだ学校俳句歳時記』 星野高士／監修ほか ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2024年 

季語を季節ごとに並べて、意味の説明やすぐれた俳句を紹介する「歳時記」。 

鎌倉ゆかりの俳人・星野高士氏が監修！ 

☞『教養としての俳句』 青木亮人／著 ＮＨＫ出版 2022年 

日本の伝統文芸・俳句のいろはを解説。歴史から、つくり方、鑑賞まで、知識として俳句を知るための入門書。 

・

・

・

 

（学校名） （本名） 

年 

202５年度 図書館 de 一句 入賞作品 
 

中央図書館長賞                               中央 YAサービス賞 

              本めくり インクの香り 深呼吸                       図書館で もぐりこむ旅 本の中 （温泉まんじゅう） 

（みつ葉とよつ葉）                                   星月夜 手元輝く 知のたから （りさ） 

腰越 YAサービス賞              深沢 YAサービス賞 

       めくりめく 本の世界に 身を任せ （くじら１３号）         としょかんで コナンをぜんかん よみたいな （はる。） 

       涼風や ページ走らす 爽快に （ここ）                  本読んで 気づけば空が 茜色 （あおりんご） 

大船 YAサービス賞                             玉縄 YAサービス賞 

       本の中 持ち物ひとつの 好奇心 （クーロン８）           好きな本 読み終えたときに 喪失感 （青い青空） 

       知を蒔いて ひらめき芽吹く 捲るたび （鹿子木楓）       人と人 夢と夢との 渡し舟 （ヒナゲシ） 

 

応募総数 181句！ 

たくさんのご参加あり

がとうございました    

 


